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南っ子 きらりかがやく さ・し・す・せ・そ 
 ５月３１日に四国地方が梅雨入りしましたが、しばらくは気持ち
のよい天気が続いていました。子どもたちは、２０分休みや昼休み

になると全員が外にでて、元気に遊んでいます。昼休みには、サッ
カーやドッジボールをしている男先生の姿も見ることができます。
ここ数日は、雨となっていますが、室内で上手に遊んでほしいと思
います。 
 先日、休み時間が終わったあとに、自分が使った一輪車ではない
けれど、きれいに整とんしてくれていた子どもがいました。校長室の窓から見てい
て、うれしくなって、おもわず「ありがとう。すばらしい。」と言ったことです。 
 
 先週の児童朝会（しばらくの間、放送で行っています）で、「南っ子 きらりか
がやく さ・し・す・せ・そ」についての話をしました。この「さ・し・す・せ・
そ」は、南小学校のこれまでの先輩から伝わってきたいいところや続けていってほ
しいところを、誰もがすぐに分かるようにまとめたものです。そして、この「さ・
し・す・せ・そ」の中には、南小学校を今まで以上の素晴らしい学校にするために、

全校で気をつけていってほしいことや直してほしいことも入れています。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
□「さ」 さわやかな あいさつ歌声 ひびきます 
 気持ちのよいあいさつや言葉遣いは、自分の心も相手の心も明るく元気にしてく

れます。また、さわやかな歌声は、聞いている人に感動を与えます。今は、新型コ
ロナのため、体育館で全校が集まって歌を歌うことはできませんが、歌えるように
なったら、さわやかな歌声をひびかせてほしいと思います。 
 
□「し」 しせいよく 話を聞きます あいて見て 
 授業中は、しせいよく、話している友達や先生を見て、話を聞
くようにしましょう。しせいよく話を聞いていると、勉強したこ
とが頭の中に入ってきます。そして、話している相手に、話をきち
んと聞いているよということを伝えてくださいね。 

 

南っ子 きらりかがやく さ・し・す・せ・そ 

「さ」 さわやかな あいさつ歌声 ひびきます 

「し」 しせいよく 話を聞きます あいて見て 

「す」 すてきです なかよく元気に 遊びます 

「せ」 全校で 走らず右側 歩きます 

「そ」 そろえよう トイレやげんかん 気持ちよく 



□「す」 すてきです なかよく元気に 遊びます 

 南小学校のみなさんは、これまでも２０分休みや昼休みには外に出て遊んでいま
すが、これからも元気に遊んでほしいと思います。そして、いやな思いをする人が
いないよう、みんな仲良く遊びましょう。 
 
□「せ」 全校で 走らず右側 歩きます 
 廊下や階段は、右側を歩きましょう。走っていると転んだり、ぶつかったりして
ケガをしてしまうこともあります。早く外に出て、遊びたい気持ちをぐっとがまん
して、右側を歩くようにしてください。生活委員さんが、休み時間には、声かけを
してくれています。 
 
□「そ」 そろえよう トイレやげんかん 気持ちよく 
 これは、南小学校の良い伝統です。玄関の靴箱の靴は、
いつもかかとがそろって、きれいに入っています。トイレ

のスリッパもきれいにそろえるようにしましょう。 

 

音楽朝会始まる 

◎リモート音楽朝会をしました。 

 新型コロナウイルス感染症対策のために、しばらく休んでいた

音楽朝会が始まりました。全校で体育館に集まっての音楽朝会は、

まだできないので、リモート音楽朝会（リモートと言っても、放

送で音楽朝会をするだけですが・・・。ただ、放送室と各教室が

一体となった音楽朝会でした。）を行いました。 

  

今月の音楽朝会の担当は、松本先生と濵口先生。松本先生が、放送室から学年ご

とに朝の挨拶をすると、「おはようございます」と、みんなマスクをつけているの

ですが、各教室から元気なあいさつが聞こえてきました。 

 

その後、歌詞を見ながら、放送から流れる歌を聴きまし

た。２回目の歌は、松本先生が歌うアルトパートです。松

本先生の歌が終わると、自然とどの教室からも拍手が起こ

っていました。 

 

 今回の音楽朝会で歌う歌は、「時のおくりもの」です。この歌の歌詞には「私た

ちがもらったものを つまらない過ちで 失いたくはないから 今ここにいる幸

せをかみしめて かけがえのないたからもの 守りぬいていこう♪」とあります。 

 

 この「時のおくりもの」という歌を通して、子どもたちに、いろいろなことを感

じ考えていってほしいと思っています。今日の音楽朝会で、あらためて「歌が歌え

ることの幸せ」「音楽ができることの幸せ」「歌を歌うことの大切さ」を実感した

ことでした。 



鼓笛隊いよいよ始動！！ 

☆鼓笛隊の練習が始まりました。 

 中村南小学校では、４年生以上の希望者を募って、鼓笛隊を結成し活動していま

す。例年、金婚式や運動会、音楽祭、パレード等で演奏し、いろいろな行事で大活

躍していました。また、中村南小学校の伝統として長く続いている鼓笛隊でもあり

ます。 

  

今年度は新型コロナウイルス感染症対策のために、しばらくの間、練習すること

ができなかったのですが、６月からは感染症対策を行いながら体育館で練習してい

ます。 

これまでの鼓笛隊の練習は、音楽室にメンバーが集まり、楽器の演奏をしていま

した。この状態は、「３密」にあたるため、体育館という広い空間で換気をしなが

ら、そして周りの友だちとの距離も十分とり練習を行っています。 

 

 鼓笛隊担当の松本先生や外部コーチの谷口英明さん

の、指導を受けながら、３８名が一生けん命練習をして

います。 

 今後、鼓笛隊が発表する場を、どこかで作ることがで

きればと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 体育館で、前後左右十分な間隔を取りながら、そして換気もしながら練習しています。 

鼓笛隊担当 松本 真里 

やる気満々で、昨年度立ち上げた令和２年度鼓笛隊のメンバーは、これまでとは大き

く異なる練習スケジュールや内容に戸惑いながらも、一人の遅刻者もなく「よろしくお

願いします！」という明るく響く声と共に、体育館に入ってきてくれます。これまで練

習ができなかった３カ月間の空白は演奏上かなり厳しいものがありますが、あきらめず

新曲にもチャレンジし始めました。今は週２回の放課後練習から始めていますが、早く

通常朝練もできるようになることを願う日々です。①あいさつ ②返事 ③時間を守る 

④素早い行動 ⑤楽器を大切に をモットーに笑顔で活動できるように頑張ります！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



なかよし班（縦割り班）の活動始まる 
 

 新型コロナウイルス感染症対策のため、これまでは、なかよし班（縦割り班）で

の活動を控えていましたが、６月に入って掃除などの活動を少しずつ始めました。 

 

 〇なかよし班とは 

中村南小学校では、１年生から６年生までが１２の班に分かれて掃除などの活

動を行います。１つの班の人数は、それぞれの学年２～４名で、２０名程度にな

ります。その班のことを「なかよし班」と呼んでいます。 

異年齢の子どもたちが一緒に何かをするという活動は、子どもたちが成長して

いくうえで大きな経験になります。そのような活動を行っていくことも、学校教

育の大きな役割だと考えています。上級生が下級生に教えたり、上級生のかっこ

いい姿を見てまねをしたりする経験は、子どもたちが成長していくうえで、とて

も大切なものです。今後も、新型コロナウイルス感染症対策をとりながら、可能

な限り、なかよし班での活動を行っていきたいと考えています。 

 

☆なかよしタイム 

 なかよしタイムは、なかよし班で集まり、その日の宿題をする時間です。今後は、

月に１回行う予定にしています。教室を回

って、みなさんが学習しているところを見

ましたが、みんな集中して課題に取り組ん

でいました。これからは、上級生が困って

いる下級生に教えてくれたり、一緒に学習

したりする場面も増えてくると思います。

下級生にとっても、上級生にとっても貴重

な時間になることを願っています。 

 

☆６年生による絵本の読み聞かせ 

 ６月１０日に、今年度最初の６年生による

読み聞かせ朝会がありました。この読み聞か

せ朝会は、６年生がなかよし班の１年生から

５年生に、絵本などの読み聞かせを行うもの

です。６年生は、この日のために準備や練習

をしてくれていたそうです。さすが６年生、

どの教室も上手に読んでくれていました。聞

いている人たちも、一生懸命聞いていました。

６年生の読み聞かせ朝会は、今後、学期に２

回程度行うことができればと考えています。 


